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Ⅰ学校法人西大和学園の概要 

 

１．建学の精神 

私学の独自性と教育機関としての公共性に基づき、学生・生徒本位の教育を実践する。学生・生

徒の人間としての真の成長を願い、学園の持てる力を結集し情熱をもって指導する。人間性豊か

な有為な人材を育成することにより、広く社会に貢献する。 

 

２．学校法人の沿革 

昭和60年12月 学校法人西大和学園設立認可 

昭和61年4月  西大和学園高等学校開校 

昭和63年4月   西大和学園中学校開校 

平成5年4月    西大和学園カリフォルニア校開校 

平成8年3月    西大和学園カリフォルニア校 

文部科学省より在外教育施設として認可 

平成10年4月   白鳳女子短期大学開学（国際人間学科） 

平成16年4月   白鳳女子短期大学国際人間学科を総合人間学科に名称変更 

平成19年4月   白鳳女子短期大学に専攻科設置 

平成26年4月   大和大学開学（教育学部・保健医療学部） 

平成27年4月   白鳳女子短期大学を白鳳短期大学に名称変更 

平成28年4月   大和大学政治経済学部開設 

令和2年4月    大和大学理工学部開設 

令和3年4月    大和大学社会学部開設 

令和4年4月    大和大学政治経済学部政治行政学科を政治・政策学科に名称変更 

令和5年4月  大和大学情報学部開設 

              白鳳短期大学を大和大学白鳳短期大学部に名称変更 

令和6年4月  大和大学政治経済学部にグローバル・ビジネス学科開設 

       

３．設置する学校 

①大和大学（平成26年4月開学） 

〒564-0082大阪府吹田市片山町2丁目5番1号 

教育学部教育学科 

保健医療学部看護学科 

総合リハビリテーション学科 

政治経済学部政治・政策学科 

経済経営学科 

理工学部理工学科 

社会学部社会学科 

情報学部情報学科 



②大和大学白鳳短期大学部（平成10年4月開学） 

〒636-0011奈良県北葛城郡王寺町葛下1丁目7番17号 

総合人間学科 こども教育専攻 

看護学専攻（3年制課程） 

リハビリテーション学専攻（3年制課程） 

専攻科    地域看護学専攻 

助産学専攻 

リハビリテーション学専攻 

③西大和学園高等学校（昭和61年4月開校） 

〒636-0082奈良県北葛城郡河合町薬井295番地 

④西大和学園中学校（昭和63年4月開校） 

〒636-0082奈良県北葛城郡河合町薬井295番地 

 

４．設置する学校の入学定員・収容定員（令和6年5月1日現在） 

学校名 入学定員 収容定員 現員数 

大和大学 教育学部 190 770 835 

保健医療学部 220 890 957 

政治経済学部 260 1040 728 

理工学部 230 920 977 

社会学部 200 800 867 

情報学部 200 800 436 

大和大学 

白鳳短期大学部 

総合人間学科 270 710 652 

専攻科 120 120 114 

西大和学園高等学校 360 1080 1103 

西大和学園中学校 220 660 690 

※大和大学情報学部 令和5年4月開設 

※大和大学経済学部 グローバル・ビジネス学科（入学定員80）令和6年4月開設 

 

５．役員・教職員（令和6年4月1日） 

【役員】 理事8人 監事2人 

区分 氏名 常勤・非常勤 摘要 

理事長 田野瀬太樹 常勤 平成20年4月就任 

理事 田野瀬良太郎 常勤 平成25年2月就任 

理事 中山智子 常勤 令和3年4月就任 

理事 飯田光政 常勤 令和4年4月就任 

理事 今村浩章 常勤 平成13年4月就任 

理事 岡田清弘 常勤 平成30年4月就任 

理事 髙岡孝一 非常勤 平成19年11月就任 



理事 卜部能尚 非常勤 令和3年4月就任 

監事 西川義春 非常勤 平成29年2月就任 

監事 藤岡繁壽 非常勤 令和2年4月就任 

【評議員】評議員 17人 

区分 氏名 摘要 

評議員 田野瀬太樹 平成20年4月1日 

評議員 田野瀬良太郎 平成26年4月1日 

評議員 中山智子 令和3年4月1日 

評議員 中岡義久 平成26年4月1日 

評議員 今村浩章 平成14年4月1日 

評議員 岡田清弘 平成13年4月1日 

評議員 髙岡孝一 平成19年4月1日 

評議員 卜部能尚 令和3年4月1日 

評議員 水野雅仁 平成18年4月1日 

評議員 漆原毅 平成20年4月1日 

評議員 上村佳永 平成10年4月1日 

評議員 西浦将芳 平成9年4月24日 

評議員 橋爪真 平成20年4月1日 

評議員 東孝信 平成30年4月1日 

評議員 平林春行 平成13年4月1日 

評議員 松本伸司 平成14年4月1日 

評議員 松本喜久子 平成14年4月1日 

【教職員】 

 専任教員数 専任職員数 

法人本部 0 4 

大和大学 176 29 

大和大学白鳳短期大学部 47 5 

西大和学園中学校高等学校 111 13 

合計 304 44 

 

Ⅱ事業の概要 

１． 大和大学 

・政治経済学部グローバル・ビジネス学科開設 

 アメリカ型の最先端経営学をビジネスの第一線で活躍する実務家教授陣と一流の経営者から

実践を通して学び、英語力と実戦的なビジネススキル、IT スキルを磨き、未来のビジネスシー

ンで活躍する人材を育成する。 

・社会学部 1 期生（令和７年 3 月卒業）進路状況 

 実就職率 98％  



・留学生支援センター／海外留学支援センター 

政治経済学部、理工学部、社会学部、情報学部、保健医療学部の各学部に 90 名の留学生が在

籍している。留学生には、日本語能力の不足に起因する学修支援と生活相談が必要となるために、

留学生支援センターの教員が学部の教員と連携を取りながら留学生へのカウンセリングと学修

支援、生活相談を行っている。留学生数の増加に伴い、留学生支援を充実させ、留学生と日本人

学生との交流を図るため、日本人学生による「サポーター制度」を発足させた。この制度は原則

として 1・2 年生の留学生 1 名に対し、ボランティアの日本人学生が 1 名付き、日本語力の不

足に起因する様々な問題のサポートを行う制度である。 

海外留学支援センターでは海外への留学を希望する学生に対し提携大学への長期留学や、語学

研修を目的とした短期留学の相談・支援を行っている。 

・教育学部 

 令和 7 年度教員採用試験現役合格者数 381 人（実数 138 人）現役合格率 90.8％ 

教育学科のもとに、初等幼児教育専攻、国語教育専攻、数学教育専攻、英語教育専攻 の４つ

の専攻を置き、初等幼児教育専攻は初等幼児教育を柱に、国語教育、数学教育、 英語教育の各

専攻は、それぞれの教科教育を柱に関連する領域に関する専門的知識を身につけることによって、

教育保育分野に貢献する人材を育成する。 

・保健医療学部  

看護学、理学療法学、作業療法学、言語聴覚学の各分野について、理論及び応用の研 究を行

うとともに、十分な知識と技能を有し、保健医療の実践を担うことができる応用 能力及び豊か

な人間性を備えた看護師、保健師、助産師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等の人材を育

成する。  

・政治経済学部  

政治経済学部のもとに、政治・政策学科、経済経営学科、グローバル・ビジネス学科を置き、

政治・政策学科のもとに政治学専攻、政策学専攻、経済経営学科のもとに経済学 専攻、経営学

専攻を設け、政治、経済の各分野を広く俯瞰し、各分野における豊かな専門的知識・理論に裏打

ちされた実学的・実践的視点をもった人材を育成する（2 年次専攻選択制）。 

・理工学部  

理工学科のもとに数理科学専攻、情報科学専攻、機械工学専攻、電気電子工学専攻、 建築学

専攻を設け、幅広い視野、専門的知識、また、強い探究心、使命感を有し、持続可能な社会の実

現に向けて、創造性、独創性、発想力を発揮してイノベーションを創出 することができる科学

技術者、研究者を育成する。  

・社会学部  

社会学科のもとに現代社会学コース、メディア社会学コース、社会心理学コースを設 け、社

会学に関する理論、知識を活かし、社会が抱える課題の解決に意欲的に取り組み、社会の発展と

幸せな暮らしの創造に貢献する人材を養成する（2 年次コース選択制）。  

・情報学部  

情報学を基軸とする情報科学、社会科学の文理融合の学びにより、多角的な視点で情報をとら

え、課題解決に意欲的に取り組み、社会の発展と豊かな暮らしの創造に貢献する人材を養成する。 



２．大和大学白鳳短期大学部 

・総合人間学科   

建学の精神に基づき、「教育基本法及び学校教育基本法に基づき、国際的な視野に立ち、広い

教養と深い専門の学術文化、及び保育、幼児児童教育、看護、理学療法、作業療法に関する専門

的な学芸を研究、教授し、豊かな見識を備えた、社会の要請に応え得る人材の育成に寄与するこ

とを目的とする」と定めている。 

・こども教育専攻 

「実践力を備えた保育者・教育者の養成」にあることは変わりがない。すなわち、「保育・教育

の充実を求める社会のニーズに応え、未来の社会を支える尊い職業に携わる使命感、責任感そし

て愛情を持った良質な保育者・教育者の育成」を教育の目的としている。 

また、そのような教育の目的を達成するために、次のような教育の目標を掲げている。 

 ①保育者としての使命感・倫理観を身につける。 

 ②公平で偏りのないものの見方を身につける。 

 ③周囲と連携を図るためのコミュニケーション能力の獲得。 

 ④高度な専門的知識と状況に応じた的確な判断力の獲得。 

・看護学専攻 国家試験合格実績 99.1％（令和 7 年 3 月卒業生） 

「豊かな人格と広範な視野をもって看護学の発展に寄与でき、自立した一人の人間として力強く

生きていくための総合的な力を持った看護師の育成」を教育の目的としている。 

この教育の目的を達成するために以下の教育の目標を掲げている。 

 ①相手を思いやり、他者を尊重する豊かな感性を育てる。 

 ②多様な価値観を認めるグローバルな視野と思考力を養成する。 

 ③社会貢献に必要とされるコミュニケーション能力を獲得する。 

④最新の看護技術に対応する高度な専門知識と論理的思考力を獲得する。 

・リハビリテーション学専攻  

国家試験合格実績 作業療法士 100％（令和 7 年 3 月卒業生） 

         理学療法士 100％（令和 7 年 3 月卒業生） 

         言語聴覚士 93.3％（令和 7 年 3 月卒業生） 

「リハビリテーションを必要とする人の側に立ち、対象者の人権・価値観を尊重しながら機能回

復に必要となるリハビリテーションの知識・技術・態度を身につけたセラピストの育成」にある。 

この教育の目的に即して、教育の目標を以下のように定めている。 

 ①人間に対する深い愛情、思いやりの心を育てる。 

 ②人に対する洞察力を養い、“気づく”ことのできる力を育てる。 

 ③社会やチームの一員としての協調性とコミュニケーション能力を育てる。 

 ④セラピストとしての高度な知識と技術を身につける。 

・専攻科 

地域看護学専攻、助産学専攻、リハビリテーション学専攻理学療法学課程、リハビリテーショ

ン学専攻作業療法学課程、リハビリテーション学専攻言語聴覚学課程の 3 専攻・3 課程を有し

ている。専攻科の各専攻・課程も総合人間学科同様に、豊かな人間性と高度な専門的知識・技術



を持った保健師、助産師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の養成を教育の目的としている。 

３． 西大和学園中学校高等学校 

学力の伸長には人間としての成長も欠かせないと考え、授業内容を創意工夫し、イベ

ントを充実させている。スーパー英語・数学講座、東京グローバルサイエンスセミナー、

東大 Live 講義などは、受験対策のさらなる学力強化のほか知的好奇心を刺激。グロー

バル・イングリッシュ・キャンプなどで国際社会を体感させながら、芸術鑑賞会や心の

教育講演会、富士登山や自然体験、ボランティアなど生徒一人ひとりの情操教育にも力

を入れている。  

・進路サポート  

｢主体的な学習行動には、進路観（目的意識）の育成が大切｣という観点から、人生の目を持た

せる教育にも取り組んでいる。仕事、学問、進学先など様々なことから、｢将来やりたいこと｣

や｢なりたい自分｣を考え、夢や目標への想いをしっかりと持つことにより勉強する意味を考えさ

せ、学問への興味・関心を深めていく。  

令和 7 年度大学合格実績 

東京大学 44 人、京都大学 26 人、国公立大学医学部医学科 60 人、など国公立大学 253 人 

早稲田大学 43 人、慶応義塾大学 51 人、同志社大学 65 人など。 

・スーパーサイエンスハイスクール 

文部科学省による「将来の国際的な科学技術人材を育成するＳＳＨ制度」は、先進的

な理数教育や最先端のテクノロジーから刺激を受ける絶好の機会を生み出している。ま

た、民間企業の協力により、最新テクノロジーが我々の生活にどのように応用されてい

るかを実感できる機会を獲得している。  

・アクションイノベーションプログラム  

世界を舞台に活躍するグローバルビジネスリーダー育成を目的とした「アクションイ

ノベーションプログラム（AIP）」をスタート。2014 年に文部科学省指定の「スーパー

グローバルハイスクール」をさらに進化させ、『気づいたこと・理解したことの唯一の

証は行動することである』といったマインドマップを基に、イノベーション創発人材を

育成する。海外探究プログラムやリーダー養成プログラムで国際人として素養を備えた

上でリーダーとしての Design Thinking を身につけ、AI セミナー（トップランナー講

義）では様々な業界のトップランナーの生き様や考え方に触れ、かつて経験をしたこと

のない強烈な刺激を受けることができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ財務の概要  

（単位　円）

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

学生生徒等納付金収入 9,808,070,000 9,464,377,445 343,692,555

手数料収入 346,130,000 373,546,597 ▲ 27,416,597

寄付金収入 16,000,000 13,554,742 2,445,258

補助金収入 1,107,248,000 1,831,868,522 ▲ 724,620,522

資産売却収入 600,000,000 250,000,000 350,000,000

付随事業・収益事業収入 214,900,000 208,984,544 5,915,456

受取利息・配当金収入 35,000,000 42,136,263 ▲ 7,136,263

雑収入 347,000,000 355,393,254 ▲ 8,393,254

前受金収入 1,460,000,000 1,307,816,944 152,183,056

その他の収入 1,730,000,000 2,599,721,071 ▲ 869,721,071

資金収入調整勘定 ▲ 1,800,000,000 ▲ 1,516,721,419 ▲ 283,278,581

前年度繰越支払資金 6,500,000,000 6,650,416,283

収入の部合計 20,364,348,000 21,581,094,246 ▲ 1,216,746,246

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

人件費支出 3,948,670,000 4,168,266,865 ▲ 219,596,865

教育研究経費支出 1,791,800,000 1,689,874,856 101,925,144

管理経費支出 1,195,548,000 1,394,730,670 ▲ 199,182,670

借入金等利息支出 10,500,000 16,760,725 ▲ 6,260,725

借入金等返済支出 870,142,000 1,836,809,000 ▲ 966,667,000

施設関係支出 1,160,000,000 1,391,022,600 ▲ 231,022,600

設備関係支出 219,000,000 471,627,479 ▲ 252,627,479

資産運用支出 1,650,000,000 1,775,872,830 ▲ 125,872,830

その他の支出 2,055,000,000 2,155,127,287 ▲ 100,127,287

資金支出調整勘定 ▲ 315,000,000 ▲ 627,270,606 312,270,606

翌年度繰越支払資金 7,728,688,000 7,308,272,540 420,415,460

支出の部合計 20,364,348,000 21,581,094,246 ▲ 1,216,746,246

〔予備費〕 50,000,000

資　金　収　支　計　算　書
　　　令和6年4月1日から
　　　令和7年3月31日まで

収入の部

支出の部

50,000,000

 

 

 



（単位　円）

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

学生生徒等納付金 9,808,070,000 9,464,377,445 343,692,555

手数料 346,130,000 373,546,597 ▲ 27,416,597

寄付金 16,000,000 13,554,742 2,445,258

経常費等補助金 1,107,248,000 1,831,868,522 ▲ 724,620,522

付随事業収入 214,900,000 208,984,544 5,915,456

雑収入 347,000,000 355,393,254 ▲ 8,393,254

教育活動収入計 11,839,348,000 12,247,725,104 ▲ 408,377,104

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

人件費 3,937,670,000 3,909,262,399 28,407,601

教育研究経費 2,451,300,000 2,440,088,566 11,211,434

管理経費 1,249,548,000 1,458,896,957 ▲ 209,348,957

徴収不能額等 10,000,000 6,542,000 3,458,000

教育活動支出計 7,648,518,000 7,814,789,922 ▲ 166,271,922

4,190,830,000 4,432,935,182 ▲ 242,105,182

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

受取利息・配当金 35,000,000 42,136,263 ▲ 7,136,263

教育活動外収入計 35,000,000 42,136,263 ▲ 7,136,263

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

借入金利息 10,500,000 16,760,725 ▲ 6,260,725

教育活動外支出計 10,500,000 16,760,725 ▲ 6,260,725

24,500,000 25,375,538 ▲ 875,538

4,215,330,000 4,458,310,720 ▲ 242,980,720

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

その他の特別収入 0 0 0

特別収入計 0 0 0

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

特別支出計 0 0 0

0 0 0

4,165,330,000 4,458,310,720 ▲ 292,980,720

▲ 1,007,000,000 ▲ 3,629,309,079 2,622,309,079

3,158,330,000 829,001,641 2,329,328,359

▲ 1,500,000,000 ▲ 1,454,861,157 ▲ 45,138,843

1,658,330,000 ▲ 625,859,516 2,284,189,516

11,874,348,000 12,289,861,367 ▲ 415,513,367

7,659,018,000 7,831,550,647 ▲ 172,532,647

50,000,000

（参考）

　事業活動収入計

　事業活動支出計

　基本金組入前当年度収支差額

　基本金組入額合計

　当年度収支差額

　前年度繰越収支差額

　翌年度繰越収支差額

　〔予備費〕 50,000,000

　　　　　　　　　教育活動収支差額

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部事
業
活
動
支
出
の
部

　　　　　　　　　教育活動外収支差額

経常収支差額

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部 特別収支差額

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事　業　活　動　収　支　計　算　書
　　　令和6年4月1日から
　　　令和7年3月31日まで

 
 

 

 

 

 

 

 



（単位　円）

科　　　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減

固定資産 45,703,246,415 43,722,478,983 1,980,767,432

　有形固定資産 42,192,038,169 41,164,256,776 1,027,781,393

　特定資産 191,303,888 450,308,354 ▲ 259,004,466

　その他の固定資産 3,319,904,358 2,107,913,853 1,211,990,505

流動資産 7,483,597,001 6,844,449,187 639,147,814

資産の部合計 53,186,843,416 50,566,928,170 2,619,915,246

科　　　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減

固定負債 3,824,670,888 5,850,334,354 ▲ 2,025,663,466

流動負債 3,129,696,117 2,942,428,125 187,267,992

負債の部合計 6,954,367,005 8,792,762,479 ▲ 1,838,395,474

科　　　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減

基本金 46,858,335,927 43,229,026,848 3,629,309,079

　　　第１号基本金 46,440,335,927 42,811,026,848 3,629,309,079

　　　第４号基本金 418,000,000 418,000,000 0

繰越収支差額 ▲ 625,859,516 ▲ 1,454,861,157 829,001,641

純資産の部合計 46,232,476,411 41,774,165,691 4,458,310,720

負債及び純資産の部合計 53,186,843,416 50,566,928,170 2,619,915,246

純資産の部

貸　借　対　照　表
 

令和7年3月31日

資産の部

負債の部

 


